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、雄 性 ホル モ ンが雌 雄 両成 鶏 に及 ぼす作用*

津 田 昇 兵 衛

Effects of the testosterone on both male and female fowls 

 Shohyoe Tsuda

(1)緒 言

雄 性 ホ ルモ ンが 鳥類 に 及 ぼ す生 理 作 用 に 就い て は,AlleeandCollias(1938),Bald・

win,GoldwinandMetfessel(1940),WitschiandFugo(1940),Riddle(1942)

等 の 研 究 が あ る.ま た西 山(1951)に よ る と,合 成 雄性 ホル モ ンは,閹鶏 の脈 管 豊 多体

(GefassreicherKorpernachLiebe)を 刺 戟 し て.そ の 発 達 を促 し赤い 着 色 が顕 著 に

現 われ る.こ れ を雌 鶏 に応 用 す る場 合,若 『し雌 鶏 に脈 管 豊 多 体 の原 基 が存 す るな らば,閤

鶏 に於 け る と同様 に それ が 発 達 を来 して,遂 に は 肉眼 を以 て 見 得 る様 にな る もの と考 へ ら

れ,る.そ こで合 成 雄 性 ホル モ ンで あ るAmolisin(testosteroneacetate)を 成体 とな つ

た 雌鶏 並 び に雄 鶏 に注 射 して そ の作 用 を検 討 した.

そ の結 果 は後 に述 べ る通 りで あ るが,雌 鶏 に脈 管豊 多体 の原 基 を見 出 す こ とは 出来 な か

つ た.然 るに この実 験 の結 果,合 成 雄 性 ホ ルモ ンが 成体 とな つ た雌 鶏 に作 用 して 之 を雄性

化 す る種 汝 の未 知 な変 化 を 見 る こ とが 出来 た.ま た雄 鶏 に対 し て もそ の脈 管 豊 多 体 に作 用

して 変 化 を起 させ る こ とが見 られ た.本 報 告 は これ 等 の変 化 に つ い て 肉 眼 的並 び に組 織 学

的 検討 の結 果 を記 述 せ ん とす る もの で あ る.

本 研 究 の 大 部分 は 九 大 農 学 部 畜 産 学 教 室 に 於 て行 われ た もので,其 の 間終 始 懇 篤 な る御

指 導 を賜 つ た 丹 下教授,並 び に幾 多 の御 援 助 を戴い た 西 山久吉 氏 に対 し深 甚 の謝 意 を表 す

る.爾 組 織 写 眞 の 撮 影 につ い て は 九 大 医 学 部写 眞 室高 橋 氏 に負 う所 が 多い.

こ

(II)材 料 及 び 実 験 方 法

供 試 鶏 は 白色 レグ ホ ー ン種 雌8羽,雄6羽 計14羽 で,実 験 は前 後3回 に分 つ て 行 わ れ

た.第1回 は 昭 和26年4月 で 試 験 鶏 ♀1,第2回 は6～7月 で試 験 鶏 ♀1♂1,第3回

は9～10月 で 試 験 鶏 ♀2♂2で あ つ た.毎 回 同性 同数 の鶏 を対 照 に用い た.供 試 鶏 の試

験 開始 時 の 月齢 及 び体 重 を第1表 に示 す.・

雄 性 ホ ルモ ンは 武 田製 薬 のAmolisin(testosteroneacetateの 油 溶 注 射 液)0.5cc

(ユmg=50c.u.)を 用い,cloaca外 側 に 当 る左 右 響 部 に1日1回 づx交 互 に,連 続20

*こ の研究の肉限観察の結果は 昭和26年 秋 のH本 畜産学 会(福岡)で ,ま た組織 観察 の 結果 は

昭和27年 秋 のH本 畜産学会(札 幌)で 夫 々その一部を報告 した.
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第1表 。 供試鶏の月齢及 び体重.

日問に亘 り皮下注射した.注 射量は最初の5日 間は毎 日0.5cc(二1mg),そ の後5日 毎

に1エng宛 漸増 し,最 後の5日 間は毎日4エngを 注射し,20日 間に1羽 当 り総量50mg

に及んだ.

注射実施中,毎 朝定刻飼料給与前に体重を秤量し,ま た補 ・肉髯の大 さをslidecali-

perを 以て測定した.冠 の大 さ即ち長さは冠前か ら冠葉後端迄の最長を,幅 は眼の直上に

於ける冠基の附着点か ら直上の冠叉迄の長さ,厚 さは冠基後部の最肥厚部を測つた.内髯

に就いても略≧楕円形 の長径 ・短径に相当する部分を測つて長さ及び幅とし,中央 の肥厚

部を測つて厚さとした.叉 同時に冠 ・内髯の形を鶏の頭部を紙上に横たえ,之 を自然形の

ま 製紙面に接着させなが ら紙上にtraceす ることも行つた.伺 実験の始 ・中頃 ・終に頭

部を撮影した.

注射終了の翌 日,注 射鶏と対照鶏を屠殺 ・解剖し,雄 に於ては冠 ・肉髯 ・脈管豊多体 ・

睾丸 ・脳下垂体を,雌 に於では冠 ・肉髯 ・卵巣 ・輸卵管 ・月函下垂体並びに脈管豊多体の存

在を予想した部位を採取した.冠 ・肉髯 ・睾丸 ・卵巣 ・輸卵管に就いては夫六重さと大 さ

とを測定し術写眞撮影を行つた.

次に組織観察のため注射鶏 ・対照鶏何れも,雄 では冠 ・脈管豊多体 ・睾丸 ・脳下垂体,

雌では冠 ・輸卵管の子宮部 ・卵白分泌部 ・脳下垂体の各組織を採取してBouin氏 液で固

定し,脳 下垂体は31i其 他は5μ 切片 とし,haematoxylineosinの 二重染色を施して

鏡検した.

(III)実 験 結 果

A.肉 眼 観 察

体重の変化(第1図)に 於て注射実験の前後を比較して,雄 は注射鶏で7.3%増,対 燃

鶏で8.8%増,雌 は注射鶏で4.0%減,対 照鶏で2.5%増 であつたが,個 体により環境

の変化に伴い変異が大 きく,而 も体重の増減が雌雄共注射鶏 と対照鶏は概ね変化が近似し

ているので,teStOSterOneaρetateの 作用に起因するものとは認められなかつた・

冠の大さの変化(第2図)は,雄 では長 さ及び幅の変化は僅少で厚さが稔 肥厚したに

過ぎないが,雌 では長さ ・幅 ・厚さ共に相当顕著な変化が認められた.雌 は注射開始後2
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第1図.体 重 の 変 化..

▲ 一一一一・・一一・一一▲ 一 ▲ ♂ 注 射 鶏 ×一 一×一 一 × ♀ 注 射 鶏

▲ ▲ ▲ ♂ 対 照 鶏X× × ♀ 対 照 鶏

日目頃から変化が現われ,逐 日次第に顕著になり,注 射開始後15～16日 頃迄の間に伸

長 ・肥厚共に著 しく,其後の増大は僅かであつた.注 射の前後を比較すると第2表 を得る.

第2図.冠 の 変 化.・

▲ 一 ▲ 一 ▲6冠 の 長 さX-× 一 × ♀ 冠 の 長 さ

▲ 一 ・一 ▲一 ・一 ▲ ♂ 冠 の 幅 ×一 ・一 ×一 ・一 × ♀ 冠 の 幅

▲ ▲ ▲ ♂ 冠 の 厚 さ × × × ・♀ 冠 の 厚 さ
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篇2表.冠 の 大 さ.

肉髯の大さの変化(第3図)は 概ね冠の大 さの変化 と近似している.注 射の前後を比較

すると第3表 を得 る.

第3図.肉 彰 の 変 化.

▲ 一 ▲ 一 ▲6肉髯 の 長 さ ×一一一×一一一x♀肉髯 の 長 さ

▲ 一 ・一 ▲ 一 ・一 ▲.6肉 影 の 幅 ×一 ・一 ×一 ・一一X♀ 肉 羅 の 幅

▲ ▲ ▲ ε肉髯 の厚 さ × ×)く ♀肉髯 の厚 さ

第3表.肉髯 の 大 さ.

冠 ・肉髯の外形を毎 日1羽 毎に紙上にtraceし たものの一例は第4図 版第1図 に示す.

亦屠殺直後 の冠 ・肉髯の比較は第4図 版 第2,3図 に,又 これ,等の重量比較は第4表 に

示す.・

第4表.冠'肉髯 の重 量.

爾実験の始 ・中頃 ・終に於ける注射鶏の頭部写眞は第4図 版第4～9図 に示す.
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(a)鶏 鳴 其の他 注射実験中雌は注射開始後5～6日 にして産卵を休止した・

叉2週 間後には鶏鳴を告げるようになつた 〔第4版 図9910図 〕.最 初の鳴声は 短 くて拙

く,1日 数 回であつたが,3～4日 の間に鳴 き方も通常の雄鶏 と同程度に上達し・その

回数 も増 し,回 数の最 も多いもので1日76回 を数えるに至b,通 常の雄鶏 よbも 頻繁に

鶏鳴を告げた.又 雌注射鶏は闘争を好むようにな り,僚 鶏を追廻わしその冠を喰切つた り

するものもあつた.術 対照鶏に対して雄の交尾動作をするようになつた.

(b)脈 管豊多体 解剖時の観察の結果,雄 の脈管豊多体の外観は大さに変化を見出

さなかつたが,色 は稔 赤味を増しているようであつた.雌 では脈管豊多体を見出さなか

つた.

(c)睾 丸の大さと重量 睾丸 〔第4図 版第11図 〕は左右共著 しく縮少していた・ その

重量並びに大さの比較は第5表 に示す.

第5表.睾 丸の重量 並に大 さ.

(d)卵 巣及び輸卵管 卵巣と輸

卵管 〔第4図 版第12図 〕は著 しく退化

縮少していた.そ の重量並びに大さの

比較は第6表 に示す.輸 卵管各部の幅

は,輸 卵管を平板上に自然の長さに保

ち,軽 く指頭で押潰して各部の長さの

略ζ中央の箇所でslidecaliperを 以

て測つた.

B.組 織 観 察

(a)雄 鶏の場合(1)冠 冠先

・冠基 ・冠葉の中間部に於 けるcross'

sectionの 鏡検を概観すれば,冠 の中

心髄部の結締組織である疎鬆組織は余

り発達せす,或 は却つて萎縮した位で

あるが,共 の両側の皮様組織の膨大が

顕著であつた.表 皮面の凹凸が少 く角

化上皮細胞の厚さには差を認 め難 い

第6表.卵 巣 と輸 卵管 の重量並に大 さ・

が,成 形層は稔 厚さを減じていた.眞 皮筋繊維層に於ては,上 部の成形層に連続 して其

の下にhaematoxylinとeosinの 何れ.にも染 り難い中間 の厚い 白い 部分を白色層と呼

ぶ(河 野,1933)が,こ の部分は筋繊維に乏し く血管 も少い部分である・ 注射鶏では皮様
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組織中でも眞皮筋繊維中の白色層が最 も著 しく肥厚した、毛細血管は眞皮の表層で表皮の

直下2～3列 に不規則に並んだ成形層の下部に著しく発達していた.叉中央疎鬆 組織内

にも多数増大していた.淋 巴細胞は眞皮の表層並びに深部の筋繊維間に多数聚落し,憂 に

白色層内にも細胞群をなして 婆達していた.Herbst小 体は皮様組織中にある神経の 末

端器官であるが,皮 様組織の深層に介在せるものはその形が梢ζ大であつた 〔第5図 版第

13図treated,第14図control〕.

(2)脈 管豊多体 対照鶏ではhaem11atoxylinで 青紫色に強染する部分(写 眞では濃

黒色σ)部分)の 髄索 と,eosinで 淡い桃色に染まつた部分(写 眞では色の淡い部分)の 繊

維柱 との境界が判然 としているが,注 射鶏では繊維柱の組織が増加して髄索の内部に も相

当介入していること,淋 巴洞 もspaceが 増大せること,毛 細血管並びに赤血球の増加を

見た 〔第5図 版第15図treated,第16図control〕.

(3)睾 丸 注射鶏の細精管は概ね縮少していた.精 原細胞も退化減数し,細 精管の中

央には腔所が大 きく,精 子の像を見る所も少なかつた.叉 細精管相互の間隙 も少 く,間 細

胞も若干萎縮しているようであつた〔第5図 版第17図treated,第18図control〕.

(4)脳 下電体 脳下垂体前葉は梢ζ縮少していた.前 葉内の好塩基性細胞並びに嫌色

性細胞は,対 照鶏では前葉の全面に散在しているが,注 射鶏では所 々に集団し℃残つてい

たので,減 数した ものと認 める.好 酸性細胞の分布は両者間に大差はないが,其 の細胞数

に穂 増加 の傾向があるようである.〔第5図 版第19図treated,第20図contro1〕 撮

影の際ultraginVI号 のfilterを 用いたので,好 塩基性細胞の核は明る く核 内のgra-

nulesが 現れているが,之 に反し好酸性細胞の核は不透明で黒点状に見えている.

(b)雌 鶏の場合

(1)冠 組織変化は概ね雄の場合と同様であるが,特 に眞皮筋繊維層に於ける中

間白色層がよく発達していたこと,並 びに中央の疎鬆 組織も明かに増大し網状の組織が多

数大きく形成せられていた 〔第6図 版第21図treated,第22図control〕.

(2)輸 卵管の子宮部 粘膜組織は著しく多数樹枝状に分岐し共の各に凹陥部が多く

見 られたことにより相当縮少した ものと認 められる.亦 外側の環状筋組織 も若干薄 くなつ

ていた 〔第6図 版第23図treated,第24図control).

(3)輸 卵管の卵白分泌部 子宮部程の顕著な差異はないが,粘 膜組織は若干縮少し

環状筋組織も其層が薄 くなつていた 〔第6図 版第25図treated,第26図control〕.

(4)脳 下垂体 好塩基性細胞は明かに減小を認めた.其 の変化は雄 よりも顕著であ

つた.好 酸性細胞は著しVk変化 を認めなかつた〔第6図 版第27図treated,第28図contro1〕.

(IV)考 察

先づ肉眼観察の結果について考察すれば,体 重に対する雄性ホルモン(androgen)の

作用につvtて,Rubinstein,KurlandandGoodwin(1939)は 成長の初期に あ るrats

について,ま たKochakian(1940)は やはり幼若な雄 エniceを用いて,何 れも雄性 ホル

モンが成長を阻害することを認め,RubinsteinandSolomon(1940)は 幼若なratsで

微量の場合は体重増加の作用があるが多量な らば却て体重を減するといつて居る.本 実験
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に於ては成体である鶏を用いて雄性ホルモンが体重に及ぼす影響は殆 どないもの と観る.

多少の変化は起つたが これは寧ろ環境による影響 と考へたい.

冠 ・肉髯の発育を促進する効果は注射後2～3日 で目立つて現われ其の後2週 間位の

間に著しい発育を遂げ,注 射後16～17日 以後の変化は僅少である.即 ち15目 間注射総

量30mg程 度で略e.発 育の限度に達すると考へ られる.其 の後過量の注射を続けても注

射量の増量に相応する冠 ・肉髯の発育は期待が出来ない.雄 は雌に比べて変化が遙かに少

V'・.これは雄成鶏では自体の分泌するandrogenに より既に充分成長を遂げたものに更

に多量に之を与えても僅かの増大肥厚はあるが,限 度を越 えて作用を現し難い ものと思わ

れる.

雌鶏の性徴.Leonard(1939),Baldwin,GoldinandMetfesse1(1940)は 何れも雌

カナ リヤ にandrogenを 注 射 し て 完 全 に雄の鳴声を発せしめr,AlleeandCollias

(1938),加 藤(1952)は 雌鶏にtestosterone合 成剤を注射して鶏鳴を告げさせた.筆 者

の実験も亦同じ結果を得て居る.爾 実験雌鶏の鶏鳴は10時 ～12時 の間を頂点として昼

間凡そ10時 間 に頻度が高い.普 通の雄鶏が早朝に頻繁に鳴 くのと少しく趣を異にして居

る.こ れは実験鶏の退化卵巣の作用と給与androgenと の間に拮抗作用の存することを

考へたい.

その他Shoemaker(1939)は 雌 カナ リヤにandrogenを 与えて雄の容姿,雄 の求愛

行動 ・啄癖 を観察しているが,筆 者の実験に於ても実験雌鶏が闘争を好み,姿 勢直立型 ・

尾羽開張等の雄の姿態をなし,同 棲の対照鶏に交尾動作を採 ることを観た.鶏 鳴 と共に闘

争性 ・容姿の雄性化 ・交尾動作は,何 れ も第二次性徴の機能的表現の一環であつて,給 与

androgenが 雌 自体のoestrogenの 作用を抑圧して雄性化した ものである.

次に西山(1950)は 鶏の脈管豊多体は 生殖器官なる事を証明し,且 つ雄 去 勢 鶏 で は

androgenに 依つてその発育が促進されると報告してい る事か ら考 えて,若 し雄に脈管豊

多体の原基があればandrogenに より発達が促進される筈であるが,筆 者の実験ではそ

れを認め得なかつた.従 つて脈管豊多体は雄に特有の器官であると観 られ る.

雄鶏の睾丸縮少については,雄 鶏では自体の分泌するandrogenが 脳下垂体分泌の生

殖腺刺戟ホルモンと一応均衡を保ちながら睾丸の完全な発育を遂げてい る.こ れにandro-

genの 多量を給与することは過剰のandrogenが 働 くことになり,そ のために脳下垂体

の生殖腺刺戟ホルモンの働 きを抑制し睾丸が縮少するものと解する.

MazerandMazer(1939)はratsにandrogenを 与えて卵巣の大 さが減少し濾胞

の発達が阻止され黄体が消失 していた ことを報告し,Freed,GreenhillandSoskin

(1938),LaqueurandFluhmann(1942)も 同様rstsに 於て 卵巣重量の減少を報告

している.本 実験に於ても注射開始後5日 にして排卵停止し解剖後濾胞の萎縮 ・黄体化並

びに卵巣重量の減少を認めたのは,給 与androgenと 脳下垂体前葉の 生殖腺刺戟ホルモ

ンとの間に起る拮抗作用に起因するものと思 う.

WitschiandFugo(1940)は 蕃殖季節外の掠鳥雌にandrogenを 注射して輸卵管が

肥大したこ とを,ま たRiddle(1942)は2ケ 、月齢の鳩に合成androgenを 雌に注射して

輸卵管重量が増加したことを報告して居る.本実験 に於ては輸卵管重量の減少を見たの
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で,こ れ等のご報告の何れ とも反対の結果を得ている.こ れは成体で産卵中の ものが休産

した自然の結果であろうと解される.

次に組織観察につい て考察を試みれば,先 づ雄鶏の場合,冠 はその眞皮筋繊維層の所謂

中間白色層の増大 と毛細血管の分布増が見 られた、脈管豊多体に於ては繊維柱組織の増大

が顕著であつたが,元 来 この組織は淋巴性組織であつて組織の中間 及び周縁に中間洞 ・周

縁洞の淋巴洞を有するもので,こ の組織が髄索の内部に迄相当介入していること,伺 淋巴

洞のspaceが 大 きくなつてい ることが見 られた.こ れはandrogenに よつて 淋巴性組

織の活動を促し淋巴液の生成を増し惹い ては雄の交尾器官勃起に作用することと関連して

VSるためであろうと思われる.

Androgenの 作用により赤血球の新生を増加することはFinkelstein,Gordonand

CharipPer(1944)が ・ratsについて雄が雌 より大なる事を報 じているが,本 実験に於て

も赤血球増加の像が見 られた.叉 組織内の赤血球増加の像は解剖時の肉眼的所見即ち脈管

豊多体の外観が赤味を増 していることと一致してい るように思 う.

睾丸の大さの減少に伴つて,組 織観察に於て も細精管が縮少し,萎 縮 した細精管内では

造精機能は低下し精子分裂像 を多 く見す,亦 中央に腔所を生 じて居る.Wells(1943)は

groundsquirrelsの 成長した個体に合成androgenを 与えて 問細胞が非常に害 されて

いることを見たが,筆 者の実験でも同様に間細胞は萎縮していた.街Chu(1940)は 鳩

の成長個体で同様の実験を行い睾丸 のatrophy並 びにsperエnatogenesisは 休止する

が,脳 下垂体除去後では 反対の結果を得ると報告している.従 つて睾丸の萎縮現象は

androgen自 体の睾丸 に対する直接作用ではな くて,androgenの 作用 を受けた脳下垂

体が生殖腺刺戟ホルモンの分泌活動を妨止されるためであると解する.鶏に於てもandro・

genを 極めて多 量 給 与した場合恰 も脳下垂体除去の場合 と同様に再び睾丸 の 肥大を起

さしめることもあり得るだろうが,本 実験ではそれに到つて居ない.

脳下垂体では注射鶏に於てbasophilesの 減少像を見るのはandrogenの 作用により

減数したことを示し,去 勢動物で増数肥大を見るのと正に反対め現象である.叉acido・

philesの 増加傾向を見るのは去勢動物で相当量の減少を示すのと同様i反対の現象である.

次に雌鶏の場合,冠 に特に中間 白色層の整達の著しいのは淋巴細胞の活動が旺盛なため

細胞間質並びに筋繊維間に多量の卵白様粘液を含有し組織が膨大したのに起因する.術 淋

巴細胞の働きは中央疎鬆 組織内に於て網状組織の形成増殖を来し組織の膨大は雄の場合 よ

りも遙かに顕著である.更 に毛細血管の発達は成形層下に於て著しく,こ れがため冠の外

観に鮮紅色の光沢を賦与し且つ冠を腫張せしめる・叉疎鬆 組織内にも毛細血管が太 くなつ

ていることは給与androgenの 働 きにより赤血球を増して血管が努張し冠を肥大させた

ものと思 う.

輸卵管の子宮部で粘膜組織に凹凸突起の多い こと並びに多数樹枝状分岐の多いeと は組

織が縮少したことを示す.叉 環状筋は密になつて厚さが薄くなつていたことも組織の収縮

像 と認める.輸 卵管の卵白分泌部では子宮部よりも収縮の程度は少なかつたが同傾向にあ

つた.

雌の脳下垂体ではandrogenの 好塩基性細胞を抑制する作用 は雄 に於 け る よ り も
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potencyが 大であることが覗われる.NelsonandGallacher(1935～1936)は 雌雄…の

ratsで 色々なandrogenの 脳下垂体に対する作用を調べた所によると,生 殖腺除去に

伴 う諸変化を防 く・と同時に好塩基性細胞のdegranulationを 起す と述べてVsる.伺 又好

塩基性細胞に同程度の作用 を生ぜしめるのに雄に於ては雌に於けるよりも5倍量のandto-

genを 要したと述べている。雌鶏では給与・androgenと 生殖腺刺戟ホルモンの問に起る

拮抗作用は雄 よりも強い と推定し得る.好 酸性細胞は細胞数にさほど増減を認めないが細

胞 自体は幾 らか肥大しているようである.こ れは好酸性細胞の組織か ら分泌する成長刺戟

ホルモンの分泌を増す ものではないか,叉 好塩基性細胞の抑制 と共に幾 らか好酸性細胞の

助長が起 きているようにも思 える.

(V)要 約

成長を遂げた雌雄鶏に雄性ホルモンを給与して肉眼観察並びに組織観察により次の結果

を得た.(1).体 重には著しい変化がなかつた.(2).冠 ・肉髯は雌雄共伸長肥厚した

が,雌 に於てはその程度が著しかつた.(3).雌 は注射開始後4:～5日 で産卵を休止し

た.(4).性 徴の変化は雌に於て著しく注射開始後2週 間にして鶏鳴を告げ容姿は稻ζ

雄性化し闘争を好み爾交尾の動作をするようになつた。(5).雌 に脈管豊多体の発達は

見なかつた.(6).睾丸 の重量大 さ共に著しく減少した.(7).卵 巣の重量大 さ共に著

しく減少し濾胞は概ねatrophyの 状態にあつた.(8).輸 卵管の重量大 さ共に薯し く減

少した.(9).雄 鶏の冠では皮様組織就中白色層の増大が顕著であつた.(10).雄 の脈管

豊多体で繊維柱の組織が増加し淋巴性組織の活動を見た。(11).睾丸.細 精管の縮少,

spermatogenesisの 抑制並びに間細胞組織の萎縮を見た.(12).雄 の 脳下垂体で好塩

基性細胞は若干減数した.(13).雌 鶏の冠では白色層の発達 が雄 よりも一層顕著で あつ

た.(14).輸 卵管の子宮部。粘膜組織の縮少著 しく環状筋組織 も幾 らか薄 くなつてVsた.

(15).輸 卵管の卵白分泌部は子宮部と同傾向にあつたが,縮 少の程度は子宮部 よりも少

なかつた.(16).雌 の脳下垂体で好塩基性細胞の減少は雄 よりも著しかつた.
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 Résumé 

 This study was carried out to test the biological actions of androgen on 

both male and female fowls. As androgen "Amolisin" was used; the "Amo-

lisin" is oil solution of testosterone acetate. Fourteen fowls ( 8 females and 

6 males), were used. Each fowl was given 50 mg of "Amolisin" during a 

period of 20 days by daily subcutaneous injections. The results of the inves-
tigations may be summarized as follows : 

 Combs and wattles became enlarged, above all female combs extremely 

larger. Remarkable changes of the difference in their living weights could 

not be found between treated fowls and controls. After 5 or 6 days from the 

beginning of this treatment, the arrest of laying occurred in female fowls. 

Then after two weeks' injections they began to crow and behaved as if they 

were active males. They also imitated the male gestures of copulation to the 

control fowls. In anatomical observations, "Gefassreicher Korper (nach Liebe)" 

could not be found out in female fowls. Injected cocks' "Gefassreicher 

Korper" became more intensive in their reddish color. Testes, ovaries and ovi-

ducts decreased exceedingly in weight and size. 

 Under histological observations, the hormone accomplished its effect upon 

the comb primarily by stimulating the cells of the intermediate layer of 

loose connective tissue whose fibers were widely spread apart by a matrix of 

mucoid; especially the comb of injected hen had an intermediate layer much 

highly developed. In the "Gefassreichem Korper", loose connective tissue was 

found to have entered into marrow core tissue, and lymphatic sinuses were 

filled with lymph fluid. 

 According as the shrinkage of the testis, the seminiferous tubules were 

reduced markedly in size and spermatogenesis was inhibited. Under the
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influenceofandrogen,atrophyofendometriumandoedemaofthecircular

layerof皿yo阻etriumintheuterusportionofoviductoccured.The

changesinducedinthealbuエnensecretingportionofoviductwere

alm、ostofthesameresultsasuterusportion.Thecharacteristicchanges

whichoccurredintheanteriorlobeofpituitarybyinjectionofandrogen,

weredegranulationofthebasophilesanddecreasingtheirce11sillnulnber

andsize.Ontheotherhand,theresultsontheacidophileshadonlyaten-

dencyofslightlyincreasing,buttheywerenotsoclearasbasophiles.In

thesereactionsfemalesapPearedtobe瓜oreresponsibletoandrogenthan

皿ales.

図 版 説 明

第4図 版.(1)冠 ・肉髯のtrace.(2)屠 殺直後 の冠 。肉琶 の比較 ♂.(3)同 ♀.(4)

注射始の頭部6.(5)10日 間注、射後の頭部 ♂.(6)注 射終の頭部 ♂.(7)注 射始の頭 部 ♀.

(8)10R間 注射後 の頭部 ♀.(9)注 射終の頭部 ♀.(10)雌 の鶏鳴.(11)睾 丸 の比較。

(12)卵 巣輸卵管の比較.

第5図 版.(13)Comb,Treated♂41,G.Filter,x55.(14)Comb,Control♂43,G.

Filter,x55.(15)GefassreicherKorper,Treated♂41,U.VI.Filter,x55.(16)

GefassreicherKorper,Control643,U.VI,Filter,×55..(17)Testig,Treated♂42.

U。VI.Filter,×250.(18)Testis,Control♂44,U.VI.Filter,x250.(19)Pituitary,

Anteriorlobe,Treated641,U.VI.Filter,x1,000.(20)Pituitary,Anteriorlobe,

Control♂44,U.VI.Filter,×1,000.

第6図 版.(21)Comb,Treated♀34,G.Filter,×45.(22)Comb,Control♀37,G.

Filter,×45.(23)Oviduct,Uterusportion,Treated♀32,G.FiIter,×45.(24)Oviduct,

Uterusportion,Control♀33,G.Filter,×45.(25)Oviduct,Albu】mensecreting

portion,Treated♀32,G.Filter,×45.(26)Oviduct,Albumensecretingportion,

Control♀33,G.Filter,×45.(27)Pituitary,Anteriorlobe,Treated♀32,U.VI.

Filter,×1,000.(28)Pituitary,Anteriorlobe,Control♀35,U.VI.Filter,x1,000.



第4図 版

雄性ホルモンが雌雄両成鶏に及ぼす作用



第5図 版

雄性ホルモンが雌雄両成鶏に及ぼず作用



第6図 版

雄性ホルモンが碓雄両成鶏に及ぼす作用


